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【
う
ら
へ
続
く
】

　

共
謀
罪
法
案
、
衆
院
で

自
公
維
が
採
決
強
行
（
23

日
）。「
許
せ
な
い
。
数
に

よ
る
暴
挙
だ
」「
国
連
特

別
報
告
者
の
ケ
ナ
タ
ッ
チ

氏
が
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
な
ど
で
法
案
に
懸
念
を

示
し
た
」「
政
府
は
抗
議

し
た
が
、
報
告
者
か
ら

ま
っ
た
く
中
身
が
な
い
と

指
摘
さ
れ
た
」「
世
論
調

査
で
は
『
法
案
の
内
容
を

知
ら
な
い
』、『
今
国
会
で

の
成
立
さ
せ
る
必
要
が
な

い
』
が
圧
倒
的
だ
」「
日

常
生
活
が
監
視
さ
れ
る
日

本
に
な
る
な
ん
て
絶
対
い

や
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
学
園
、
獣
医
学
部

新
設
疑
惑
。「
文
科
省
の

前
事
務
次
官
が
『
総
理
の

ご
意
向
』
な
ど
一
連
の
文

　
「
共
謀
罪
」
法
案
の
衆

院
強
行
採
決
に
、
国
会
前

で
は
連
日
抗
議
の
行
動
が

行
わ
れ
、全
国
各
地
か
ら
、

各
界
か
ら
反
対
・
抗
議
の

声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
科
学
者
会
議
東
京

支
部
は
22
日
、
声
明
を
発

表
、
法
案
の
撤
回
を
求
め

ま
し
た
。

　

声
明
は
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
内
心
に
ま
で
侵
入

し
罪
を
つ
く
る
法
律
、
権

力
に
よ
る
恣
意
的
解
釈

が
ま
か
り
通
る
危
険
な
法

律
、
な
ど
国
民
の
不
安
を

封
じ
て
の
蛮
行
に
強
く
抗

議
。「
共
謀
罪
」
を
活
用

し
て
国
民
生
活
全
体
を
監

視
し
、
国
民
の
口
を
封
じ

て
戦
争
で
き
る
体
制
を
作

る
意
図
が
ま
す
ま
す
明
白

「
共
謀
罪
」
法
案

強
行
採
決
に
抗
議
し
撤
回
を
求

め
る
声
明
発
表

　
　
　
　

日
本
科
学
者
会
議
東
京
支
部
幹
事
会

に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

  

国
連
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

に
関
す
る
特
別
報
告
者

ジ
ョ
セ
フ
・
ケ
ナ
タ
ッ
チ

氏
が
安
倍
首
相
宛
に
送
付

し
た
「
共
謀
罪
」
法
案
に

対
す
る
書
簡
（
５
月
18
日

付
）
で
は
、 

プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
関
す
る
権
利
や
国
民

の
自
由
の
行
使
に
重
大
な

悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
い

う
深
刻
な
懸
念
が
生
じ
る

書
は
本
物
と
断
言
し
た
」

「
官
邸
や
内
閣
府
は
相
変

わ
ら
ず
認
め
な
い
」「
国

会
の
責
任
で
一
連
の
事
実

を
解
明
し
て
欲
し
い
」「
真

実
を
知
る
の
は
民
主
主
義

の
基
本
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

豊
洲
問
題
。「
再
調
査

「憲法守れ」「共謀罪ノー」　若者 1800 人がデモ

（21日、東京・新宿）

な
ど
、
多
く
の
疑
念
が
表

明
さ
れ
て
い
る
。

　

声
明
は
、
学
術
に
従
事

す
る
者
と
し
て
内
心
の
自

由
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
学

問
の
自
由
と
を
敵
視
す
る

「
共
謀
罪
」
の
不
備
・
危

険
性
を
指
摘
し
、
そ
の
撤

回
を
求
め
て
国
民
的
共
同

を
強
め
て
き
た
と
述
べ
、

あ
ら
た
め
て
安
倍
内
閣
が

ケ
ナ
タ
ッ
チ
氏
書
簡
に
示

さ
れ
た
国
際
的
視
点
と
常

識
に
応
え
る
と
と
も
に
、

「
共
謀
罪
」
の
撤
回
を
求

め
て
い
ま
す
。

（
全
文
は
日
本
科
学
者
会

議
東
京
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
）

　

今
度
の
都
議
選
の
対
決

構
図
は
、「
小
池
知
事
対

自
民
党
の
対
決
」
な
ど
で

は
な
く
、
ズ
バ
リ
「
自
公

対
共
産
党
」
で
す
。

　

石
原
、
猪
瀬
、
舛
添
の

歴
代
都
知
事
は
、
大
型
開

発
優
先
、
く
ら
し
・
福
祉

に
冷
た
い
「
逆
立
ち
」
都

政
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ゆ
が
み
が
築
地
市
場

の
豊
洲
移
転
問
題
で
吹
き

出
し
て
い
ま
す
。
歴
代
知

事
を
支
え
、都
政
の
「
闇
」

を
つ
く
り
だ
し
、
都
議
会

で
推
進
し
て
き
た
の
が
自

民
、
公
明
両
党
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
都
政
の

「
闇
」
を
徹
底
的
に
追
及

し
て
き
た
の
が
日
本
共
産

党
で
す
。豊
洲
問
題
で
は
、

「
地
下
空
間
」
を
発
見
す

る
な
ど
都
の
ウ
ソ
と
ご
ま

か
し
を
暴
き
ま
し
た
。
無

謀
な
豊
洲
移
転
推
進
に
し

が
み
つ
く
自
公
。
態
度
を

明
ら
か
に
せ
ず
、
都
民
に

白
紙
委
任
を
せ
ま
る
「
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」。

豊
洲
移
転
に
き
っ
ぱ
り

中
止
を
求
め
る
共
産
党
を

伸
ば
し
て
こ
そ
、
都
政
の

「
闇
」
に
切
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

都
議
選
の
争
点
①

対
決
の
構
図
は
ズ
バ
リ
自
公
VS
共
産
党

で
も
基
準
値
の
１
０
０
倍

の
ベ
ン
ゼ
ン
や
基
準
値
以

上
の
シ
ア
ン
や
ヒ
素
が
検

出
さ
れ
た
」「
築
地
の
地

下
調
査
で
も
汚
染
物
質
が

検
出
さ
れ
た
と
い
う
が
桁

が
違
う
」「
豊
洲
が
本
来
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

約
の
草
案
が
公
表
さ
れ
た

（
22
日
）。「
前
文
で
核
兵

器
の
被
害
者
、
ヒ
バ
ク
シ

ャ
の
苦
し
み
に
留
意
す
る

と
書
か
れ
て
い
る
」「
核

　
　

×　
　
　
　

×

　

体
操
男
子
個
人
総
合
で

内
村
選
手
が
９
連
覇
を
達

成
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
、
21
日
）。

「
最
後
の
鉄
棒
で
白
井
選

手
を
逆
転
し
た
」「
08
年

か
ら
国
内
外
で
の
大
会
、

個
人
総
合
40
連
勝
だ
。
す

ご
い
記
録
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
20
日
か
ら
続
い
た
真

夏
の
暑
さ
は
し
ん
ど
か
っ

た
」「
26
日
は
久
し
ぶ
り

に
雨
が
降
っ
た
が
、
関
東

の
こ
こ
１
ヵ
月
の
雨
量
は

平
年
の
半
分
以
下
だ
と
い

う
」

6 月 2日（金）17 時 30 分開場　18時開会
杉並公会堂大ホール
前売券　1300 円（事前申し込み制）
九条の会東京連絡会 (03-5812-4495) に空席状
況をお問い合わせください。

日本国憲法施行 70年「九条の会」講演会

　「戦争する国」づくりにひた走るアベ政治
　 戦争法　辺野古新基地建設
 　市民への監視を強める「共謀罪」

 　憲法破壊の政治をやめさせよう！

　

米
西
部
シ
ア
ト
ル
の

南
東
約
２
７
０
㌔
㍍
に
あ

る
核
兵
器
製
造
関
連
施
設

「
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
サ
イ

ト
」
で
９
日
、
放
射
線
廃

棄
物
貯
蔵
に
使
わ
れ
て
い

る
地
下
ト
ン
ネ
ル
が
崩
落

し
、
地
表
面
が
約
６
㍍
四

方
に
わ
た
っ
て
陥
没
し
ま

し
た
。
当
局
は
放
射
能
漏

れ
は
な
い
と
し
て
い
ま
す

が
、反
核
団
体
な
ど
は「
核

廃
棄
物
は
制
御
不
能
」
だ

と
危
険
性
を
警
告
し
て
い

ま
す
。

　

同
施
設
は
１
９
４
３
年

か
ら
主
に
核
兵
器
に
必
要

な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
製
造

を
続
け
、
長
崎
に
投
下
さ

れ
た
原
爆
に
も
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
87
年
に
活
動
を

停
止
。
現
在
は
８
０
０
０

人
体
制
で
除
染
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
２
０
６
０

年
ま
で
か
か
る
と
い
い
ま

す
。

米西部シアトルで

核廃棄物貯蔵のトンネルが崩落

　

総
務
省
の
家
計
調
査

に
よ
る
と
、
消
費
支
出

に
占
め
る
食
料
費
の
割

合
を
示
す
エ
ン
ゲ
ル
係

数
が
、
２
０
１
６
年
に

25
・
８
％
（
２
人
以
上
の

世
帯
）
と
、
約
30
年
ぶ
り

の
高
さ
に
な
り
ま
し
た

（
図
）。

　

日
本
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数

は
、
90
年
代
半
ば
ま
で
下

が
り
続
け
、
２
０
０
０
年

代
に
入
っ
て
か
ら
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
。
上
昇
に

転
じ
た
の
は
、
12
年
末
に

安
倍
内
閣
が
誕
生
し
て
か

ら
で
す
。

　

原
因
は
、
収
入
の
伸
び

悩
み
、
社
会
保
障
の
負
担

増
な
ど
に
よ
る
非
消
費
支

出
の
増
加
、
異
次
元
緩
和

で
加
速
し
た
円
安
に
よ
る

輸
入
品
の
値
上
が
り
や
、

エ
ン
ゲ
ル
係
数 

急
上
昇

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
暮
ら
し
急
激
悪
化

汚
染
の
す
ご
い
土
地
だ
っ

た
こ
と
が
飛
ば
さ
れ
て
い

る
」「
豊
洲
移
転
推
進
の

た
め
の
作
為
を
感
じ
る
」

「
築
地
の
業
者
は
圧
倒
的

に
築
地
で
の
再
整
備
を
望

ん
で
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
今
年
８
回

目
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

（
21
日
）。「
ま
た
か
と
思

っ
た
」「
国
連
安
保
理
が

強
く
非
難
す
る
声
明
を
発

表
し
た
」「
軍
事
の
対
応

で
な
く
、
外
交
・
対
話
で

解
決
し
て
も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条

消
費
税
増
税
に
よ
る
消
費

者
物
価
の
上
昇
な
ど
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

暮
ら
し
第
一
の
経
済
政

策
へ
の
切
り
替
え
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

兵
器
の
開
発
や
所
有
、
使

用
の
禁
止
を
義
務
付
け
た

画
期
的
な
条
約
案
だ
」「
６

月
中
旬
か
ら
の
第
２
回
交

渉
で
採
択
さ
れ
る
予
定
だ

と
い
う
」

国民は憲法改正を望んでいない


